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Uremia is known to be associated with immunodeficiency. In order to evaluate the vulner

ability of uremic patients to kidney and urinary tract tuberculosis, an epidemiological study 

was done. The study subjects were 7274 dialysis patients including 150 tuberculosis patients 
treated in 161 institutions. Among them 11 males and 16 females were suffered from kidney 

and urinary tract tuberculosis.

The incidence, mortality and fatality of tuberculosis of all forms with involvement in 
kidney and urinary tract were 208 per 105 person. years, 38 per 105 person years and 18%, 

respectively, in male, and 561, 175 per 105 persons• years and 31%, respectively, in female. The 

prevalence was 267 per 105 in male and 662 per 105 in female in 1977.
The incidence, mortality and prevalence of tuberculosis with sole involvement in kidney 

and urinary tract were 95, 0 per 105 person years and 201 per 105in male and 210, 0 and 221, 

respectively, in female. The incidence of this type of tuberculosis in dialysis patients was 38 
times higher in male and 95 times higher in female than those in the general population.

Kidney and urinary tract tuberculosis including cases with involvement in other organs 

occupied 13% in male and 30% in female of all tuberculosis developed and deaths from it 

occupied 13% in male and 50% in female of all tuberculosis death among dialysis patients.

Tuberculosis with sole involvement in kidney and urinary tract occupied 6% in male and 

11% in female of all tuberculosis developed among dialysis patients in contrast to 1.6% in male 

and 2.8% in female among the general population.
Thus, a very high vulnerability of kiney and urinary tract tuberculosis in dialysis patients 

was proved epidemiologically for the first time. Furthermore, the present study demonstrated 

a high frequency of kidney and urinary tract tuberculosis among tuberculosis of all forms in 

dialysis patients in comparison with that of the general population.

*From the Department of Internal Medicine, School of Medicine, Keio University, 35 Shinanomachi,

 Shinjuku-ku, Tokyo 160 Japan.
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緒 言

透析患者では免疫能 の低 下が知 られている1)。この

ような患者群 における腎 ・尿路結核 の発生および死亡

状況 を明らかにするためアンケー トによる疫学調査 を

行なった。

対象 および方法

1977年 秋 の時点で人工透析研究会に登録 されていた

全国の400施 設 を対象 としアンケー ト調査 を行なった。

1978年 春 までに190施 設 より返信があ り,う ち161通 が

調査 目的に適っていた。

透析患者群 の腎 ・尿路結核罹患率,死 亡率 は各透析

施設開所以来1977年8月 末 日までの罹患者数,死 亡者

数 と対応す る期間の1年 換算透析患者数期待値か ら求

めた。1年 換算透析患者数期待値は本調査による1976

年 お よび1977年6月30日 現在の透析患者数 と透析患者

の年度別推移2)か ら算出 した。なお1967年 以 前の透析

患者数は極めて少 な く,合 計で全体の0.3%以 下 と推

定 された2)の で省略 した。対照一般住民の腎 ・尿路結

核 に関す るデー タは1975年 以後 しか得 られないため,

透析患者群3)に 年齢 ・性の構成 をマ ッチさせ た仮 定一

般住民群における期待値 としては1976年 度 のもの を用

いた4)。透析 患者群 の有病率 は1976年 お よび1977年6

月30日 におけるものである。

統計値の有意差検定にはχ2検定 を用いた。

結 果

全国161施 設 において透 析施設 開所 以来1977年8月

末 日までに慢性透析治療 を受けたことのある患者は男

子4,722人,女 子2,552人 で あった。1976年6月30日 に

おける透析患者数 は男子1,288人,女 子746人 で あ り,

1977年6月30日 に は男子1,496人,女 子907人 で あった。

1968年1月1日 より1977年8月 末 日までの1年 換算透

析患者数期待値は男子5,285人,女 子2,851人 で あった。

1977年8月 末 日までの全結核透析患者は男子92人,女

子58人 で あり,こ の うち病巣の記載があったものは男

子84人,女 子53人 で あ り,さ らにこの うち肺外に病巣

を有 したものは男子39人,女 子40人 で あり,肺 外のみ

に病巣を有 した ものは男子25人,女 子27人 で あった。

これ らの うち腎 ・尿路結核患者は男子11人,女 子16人

で あり,こ の うち腎 ・尿路に結核病巣が限局 していた

ものは男子5人,女 子6人 であった。全結核 による死

亡者は男子16人,女 子10人 であ り,肺 外に病巣 を有す

るものの死亡者は男子9人,女 子8人 であった。腎 ・

尿路結核による死亡者は男子2人,女 子5人 であった。

これらはすべて腎 ・尿路以外にも結核病巣を有す るも

のであった。

1976年6月30日 時点において腎 ・尿路に結核病巣を

有 した透析患者 は男子3人,女 子6人 であ り,こ の う

ち病巣が腎 ・尿路に限局 していたものは男子2人,女

子3人 であった。1977年6月30日 時点で腎 ・尿路に結

核病巣 を有 した透析患者は男子4人,女 子6人 であ り,

腎 ・尿路に病巣が限局 していた ものは男子3人,女 子

2人 であった。

1.　腎 ・尿路結核の罹患率,死 亡率,致 命率,有 病率

腎 ・尿路に病巣を有す る結核の疫学 を表1に 示 した。

罹患率は男子208例/105人 ・年,女 子561で あ り女子で

高かった(p<0.01)。 死 亡率は男子38例/105人 ・年,

女子175で や は り女子で高かった(p<0.05)。 致 命率 は

男子18%,女 子31%で 女子で高い傾向であった(N.S.)。

1976年 の有病率は男子233例/105人 ・年,女 子804で あ

り,77年 もほぼ同程度であった。両年度 とも女子で高

い傾向であった(N.S.)。 なお一般住民 におけ る腎 ・尿

路 に病巣 を有する全結核の疫学的デー タは見当らず比

較で きなかった。

腎 ・尿路に限局 した結核 の疫学 を表2に 示 した。罹

患率 は男子で95例/105人 ・年,女 子で210で あ り,一般

住民に比べ男子38倍,女 子 で94倍 と著 し く高か った

表 1 透析 患者 における全腎 ・尿路結核*の 疫学

* 腎 ・尿路 に病巣 を有す る結核全 て

+ 対応 す る女子 との 間にp<0.01で 有 意差 あ り

++ 対応 する女子 との 間にp<0.05で 有 意差 あ り

表 2 腎 ・尿路 に限局する結核 の疫学

+ 対応す る一般住民 との間にp<0.001で 有 意差 あ り
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(いず れもp<0.001)。 罹 患率は男子に比べ女子で高か

った(N.S.)。 死亡率 は男女 とも0例/105人 ・年であっ

た。有病率は1976年 に おいて 男子155例/105人,女 子

402で あ り,76年,77年 と も女子で高い傾向であった

(N.S.)。

2.　 腎 ・尿路結核の年齢別疫学

腎 ・尿路結核の年齢別罹患率 および死亡率 は表3の

ごとくであった。透析患者において腎 ・尿路に病巣 を

有する結核の罹患率は50歳 代に最 も高 く,次 いで40歳

代,30歳 代,20歳 代,60歳 代 の順で19歳 以下および70

歳 以上では0で あった。腎 ・尿路 に病巣 を有する結核

の死亡率 も同様 の傾向であったが,29歳 以下および60

歳以上では0で あった。

腎 ・尿路に病巣が限局する結核の罹患率 は30歳 代,

20歳 代 で高 く,一 般住民では50歳 代,60歳 代 に高いの

に比べ若年側に偏っていた。

3.　腎 ・尿路に病巣を有す る結核 の割合

全結核罹患者 に占め る腎 ・尿路に病巣 を有する結核

罹患者の割合は男子 で13%,女 子 で30%で あ り,死 亡

者では男子13%,女 子50%で いずれも女子 で割合が多

かった(い ずれ もp<0.05)(表4)。 有病者で も同様の

傾向であった(N.S.)。

肺 外に病巣 を有する結核 の罹患者に占める腎 ・尿路

に病巣を有す る結核罹患者の割合は男子で28%,女 子

で40%を 占め,死 亡者では男子22%,女 子63%,有 病

者では1976年 に男子が25%,女 子 が40%,1977年 で は

男子で16%,女 子 で25%で あ った(表4)。 いずれ も女

子で割合が 多い傾向であった(い ずれもN.S.)。

腎 ・尿路に病巣を有す る結核 の年齢別割合 を表5に

示 した。全結核 に占め る腎 ・尿路 に病巣 を有する結核

罹患者の割合は20歳 代から50歳 代 まで21～2396で ほぼ

同 じであ り60歳 代は11%,10歳 代 および70歳 以上では

0%で あった。肺外に病巣 を有する結核に 占め る腎 ・

尿路 に病巣 を有する結核罹患者の割合は20歳 代の50%

か ら60歳 代 の25%ま で漸減 していた。

4.　 腎 ・尿路に病巣が限局する結核の割合

腎 ・尿路 に病巣が限局する結核罹患者の全結核罹患

者 に占め る割合 は透析患者男子で6%,女 子 で11%で

あ り,一 般住民の男子1.6%,女 子2.8%に 比 べ多かっ

た(男 子p<0.05,女 子p<0.001)(表6)。 ま た透析患

表3　 腎 ・尿路結核の年齢別罹患率および死亡率

* 全:腎 ・尿路に病巣を有する結核全て

** 限局:腎 ・尿路に病巣が限局する結核

+ 対応する一般住民との間にp<0.001で 有意差あり

表 4 透析 患者における全腎 ・尿路結核*の

全結核および肺外に病巣 を有する結核 に占める割合

* 腎 ・尿路 に病 巣 を有す る結核全 て

+ 対応 する女子 との間 にp<0.05で 有意差 あ り
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表5　 透析患者における全腎 ・尿路結核*罹 患者

の全結核および肺外病巣を有す る結核罹

患者に占める年齢別割合

* 腎 ・尿路に病巣を有する結核全て

表6　 腎 ・尿路に限局す る結核 の全結核

に占める割合

+ 対応する一般住民との間にp<0.001で 有意差あり

++ 対応する一般住民との間にp<0.05で 有意差あり

§ 対応する女子との間にp<0.001で 有意差あり

者でも一般住民同様女子 で割 合が 多い傾 向で あった

(N.S.)。 有病者に関 して は1976年 で透析 患者 男子 で

8%,女 子 で17%で あ り,1977年 に は男子7%,女 子

6%で あった。

腎 ・尿路 に病巣が限局す る結核罹患者の肺外に病巣

が限局する結核罹患者に占める割合は透析患者男子で

20%,女 子 で22%で,男 女ほぼ同 じであり,一 般住民

の男子25%,女 子15%に 比べ それほ どの差は見 られな

かった(表7)。 有病者に関 しては1976年 度 において透

析患者男子で25%,女 子 で30%で あ り,1977年 に は男

子16%,女 子11%で あ った。

腎 ・尿路 に限局する結核罹患者の全結核 に占め る年

齢別割合は一般住民 において30歳 代から50歳 代までが

最も多 く2.4%で あ るのに対 し,透 析患者 では20歳 代

か ら30歳 代に最 も多 く15%前 後 であった(表8)。

腎 ・尿路に限局す る結核 の肺外結核に 占める割合 は

透析患者群ではやは り20歳 代,30歳 代 で最 も多 く40%

に達 し,一 般住民では50歳 代に極大があ り23%で あ っ

た。

表7　 腎 ・尿路に限局す る結核 の肺外結核*

に 占める割合

* 肺外に病巣が限局する結核

§ 対応する女子との間にp<0.001で 有意差あり

表8　 腎 ・尿路に限局す る結核罹患者の

全結核お よび肺 外結核*罹 患者に

占める年齢別割合

* 肺外に病巣が限局する結核

+ 対応する一般住民との間にp<0.001で 有意差あり

考 案

本研究により透析患者においては一般住民に比べ腎

・尿路結核 に驚 く程罹 りやすいことが疫学的に初めて

明らか となった。

一般住民では男子で罹患率が高いのに透析患者では

逆 に2倍 以上女子で高 く,腎 ・尿路結核の発病 に関 し

て腎不全および透析は女子に一層強 く影響す ると考 え

られる。

全結核 に占め る割合か らみると,透 析患者では平均

結核発病者5人 に1人 の多くが腎 ・尿路に病巣 を有 し

てお り,肺 外に病巣 を有する結核発病者3人 に1人 の

多くが腎 ・尿路病巣を有 していることが判明 した。

透析患者群において腎 ・尿路に病巣が限局する結核

の罹患者は全腎 ・尿路結核罹患者の4割 であ り,ま た

全腎 ・尿路結核 に比べ予後がよ り良好である可能性が

示唆された。

全結核 に占め る腎 ・尿路 に限局する結核の割合は一

般住民に比べ透析患者で著 しく多いが,一 方肺外結核

に占め る割合では一般住民の場合 とそれほど変わらな

かった。 これは透析患者において肺外結核全体が多 く
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なっている5)た め と考えられる。

男女間を比べ ると全結核に対する腎 ・尿路に限局す

る結核 は透析患者,一 般住民 とも女子で割合が多かっ

た。 この割合の多さが透析患者では女子の罹患率の高

さと結びついているのに対 し,一 般住民では結びつい

ていないが,こ れは全結核発病の絶対数が一般住民で

は男子で多い4)こ とによるものである。

腎 ・尿路 に限局する結核は一般住民に比べ透析患者

では若年者の罹患が多 く,ま た全結核,肺 外結核に 占

める割合 も若年者で多い傾向が明 らか となった。 これ

に対 し全腎 ・尿路結核はむしろ50歳 代を中心にやや高

齢者 に多い傾向であったが,こ れ らは高齢者側で腎 ・

尿路以外の結核 を合併す るものが多 くなることを示す

ものと考 えられる。

対象透析患者数 はかな り多かったもののなお充分 と

は言えず,今 後さらに多数の観察が必要である。
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